
世
界
遺
産
登
録
と
は
？

　

３
月
末
に
県
と
市
は
、
７
月
の
国
内
候

補
選
定
を
目
指
し
、
文
化
庁
に
推
薦
書

（
原
案
）
を
提
出
し
ま
し
た
。
世
界
遺
産

登
録
に
向
け
て
、
い
よ
い
よ
現
実
味
を
帯

び
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

世
界
遺
産
は
、
ユ
ネ
ス
コ
に
お
い
て
締

結
さ
れ
た
「
世
界
遺
産
条
約
」
に
基
づ
き
、

人
類
共
通
の
「
宝
物
」
を
国
際
社
会
が
協

力
し
て
守
り
伝
え
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　

市
で
は
、
世
界
遺
産
登
録
を
目
指
し
、

来
訪
者
の
受
入
態
勢
を
強
化
す
る
た
め
、

平
成
31
年
４
月
に
佐
渡
金
銀
山
ガ
イ
ダ
ン

ス
施
設
「
き
ら
り
う
む
佐
渡
」
を
開
館
し

ま
し
た
。
こ
の
施
設
で
は
、
遺
跡
全
体
の

価
値
を
映
像
に
よ
り
わ
か
り
や
す
く
説
明

し
、
来
訪
者
の
現
地
へ
の
誘
導
や
情
報
発

信
の
拠
点
施
設
と
し
て
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
方
と
の
交
流
拠
点
施
設

と
な
る
旧
西
三
川
小
学
校
笹
川
分
校
の
改

修
工
事
や
鶴
子
銀
山
の
解
説
・
案
内
看
板

の
設
置
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

佐
渡
金
銀
山
は
、
４
０
０
年
に
わ
た
る

鉱
山
社
会
の
変
遷
が
絵
巻
物
な
ど
の
史
料

や
現
地
に
お
い
て
目
の
当
た
り
に
で
き
る

世
界
的
に
も
貴
重
な
遺
跡
で
す
。

　

こ
の
「
佐
渡
の
宝
」
が
「
世
界
の
宝
」

と
な
り
、
貴
重
な
文
化
遺
産
を
将
来
に

渡
っ
て
保
護
・
保
存
す
る
た
め
に
、
早
期

の
世
界
遺
産
登
録
を
目
指
し
全
力
で
取
り

組
み
を
進
め
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
、
皆

さ
ま
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。世

界
遺
産
推
進
課　

☎
63
―
５
１
３
６

佐
渡
市
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計
画
が 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
か
ら
認
定
さ
れ
ま
し
た

　

３
月
24
日
、
佐
渡
市
歴
史
的
風ふ
う

致ち

維
持

向
上
計
画
が
文
部
科
学
大
臣
・
農
林
水
産

大
臣
・
国
土
交
通
大
臣
か
ら
認
定
さ
れ
ま

し
た
。

　

３
月
末
現
在
、
全
国
で
は
81
市
町
が
認

定
を
受
け
て
お
り
、
各
地
で
ま
ち
な
み
の

保
存
や
、
歴
史
的
建
造
物
の
修
理
修
景
な

ど
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
世
界
文
化
遺
産
登
録
を
目
指

す
鉱
山
町
相
川
を
重
点
区
域
に
定
め
、
古

く
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
貴
重
な
歴
史

的
景
観
や
文
化
遺
産
を
守
り
、
そ
れ
ら
を

活
か
し
た
歴
史
ま
ち
づ
く
り
を
市
民
の
皆

さ
ま
や
行
政
な
ど
で
推
進
す
る
た
め
に
本

計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
令
和
11
年
度
ま
で
の
10
年
間
に

24
事
業
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
佐
渡
市
歴
史
的
風
致
維
持
向
上

計
画
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

 
世
界
遺
産
推
進
課
文
化
財
室

　

文
化
財
保
護
係　
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佐渡市歴史的風致維持向上計画認定証
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